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厚
沢
部
商
工
会
青
年
部（
香
川

直
樹
部
長
、会
員　

人
）の『
創
立

14

　

周
年
記
念
式
典
』が
1
月　

日

50

29

　

、町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

（日）来
賓
や
同
青
年
部
O
B
ら
約　

人
80

が
出
席
し
、青
年
部
が　

年
間
で

50

築
き
上
げ
た
数
多
く
の
功
績
を
称

え
ま
し
た
。式
典
終
了
後
に
は
記

念
講
演
会
や
祝
賀
会
も
開
催
さ

れ
、出
席
者
ら
は　

周
年
の
節
目

50

を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
昭
和　

年
に
初
代
・

41

鈴
木
衛
三
郎
部
長
で
ス
タ
ー
ト
。

多
い
時
に
は　

名
以
上
も
の
メ
ン

50

バ
ー
が
時
代
を
担
う
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
や
商

店
街
活
性
化
な
ど
の
原
動
力
と
し

て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
香
川
部
長
は「　

年
間

50

で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
功
績

は
タ
イ
ヤ
公
園
の
創
作
、太
鼓
山

祭
り
、真
夏
の
雪
合
戦
、む
し
む
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、世
界
一
ジ
ャ

ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
数
多
く
あ

り
、多
く
の
人
を
引
き
付
け
る
事

☆ 歴 代 青 年 部 長 一 覧 ☆
初代：鈴木衛三郎氏(S41年7月～S44年3月)

２代：中島　修一氏(S44年4月～S48年3月)

３代：髙田　　敏氏(S48年4月～S50年3月)

４代：有坂　良一氏(S50年4月～S52年3月)

５代：古川　直巳氏(S52年4月～S54年3月)

６代：紺谷　悦雄氏(S54年4月～S57年3月)

７代：香川　敏彦氏(S57年4月～S60年3月)

８代：山田　　エ氏(S60年4月～S62年3月)

９代：髙田　一弥氏(S62年4月～H 3年3月)

10代：小林　浩孝氏(H 3年4月～H 7年3月)

11代：山田　健喜氏(H 7年4月～H 9年3月)

12代：前井　敏弘氏(H 9年4月～H15年3月)

13代：佐々木俊司氏(H15年4月～H17年3月)

14代：福島　伸之氏(H17年4月～H19年3月)

15代：澤出　孝之氏(H19年4月～H21年3月)

16代：能登谷大輔氏(H21年4月～H27年3月)

17代：香川   直樹氏(H27年4月～現在   　)
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業
を
展
開
し
て
き
た
。諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
た
伝
統
を
汚
す
こ
と

な
く
、更
に
新
た
な
エ
ッ
セ
ン
ス

を
加
え
厚
沢
部
町
の
活
力
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
行

動
す
る
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、髙
田
一
弥
商
工
会
長
は

「
現
在
の
青
年
部
員
は　

名
と
少

14

な
く
、1
人
が
何
役
も
こ
な
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
。次
の
時

代
を
担
う
皆
さ
ん
が
今
後
も
新
た

な
発
想
と
行
動
力
で『
世
界
一
素

敵
な
過
疎
の
ま
ち
』づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、歴
代
の
青
年
部
長
9

名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、受
賞
者

を
代
表
し
第　

代
部
長
の
前
井
敏

12

弘
さ
ん
が「
青
年
部
は
地
域
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
。今
後
も
青
年
部
へ
の

協
力
と
地
域
商
工
業
の
総
合
的
な

改
善
を
図
り
、地
域
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

周
年
記
念
誌
に
過
去
の『
広
報
あ
っ
さ
ぶ
』が
掲
載

50

第12第12代代部長の部長の前井敏弘氏より謝前井敏弘氏より謝辞辞 現在の部長・香川直樹氏より式現在の部長・香川直樹氏より式辞辞
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今後の営農と販売額更新に乞うご期待！

寛
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富
栄
・
庄
山
謙
一
さ
ん
と
富
里
・
松
橋
健
太
郎
さ
ん
に

後
継
就
農
者
認
定
証
と

奨
励
金
を

交
付

　

認
定
式
で
渋
田
町
長
は「
農
協

販
売
額
が　

億
円
を
超
え
今
後
も

30

成
長
で
き
る
地
域
で
あ
る
が
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
が
課
題
。皆
さ

ん
の
よ
う
な
後
継
者
が
夢
と
希
望

を
持
っ
て
営
農
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
も
連
携
し
支
援
す
る
」と

挨
拶
。檜
山
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
佐
藤
所
長
は「
農
業
は
先
行

き
不
透
明
な
要
素
も
多
く
今
後
に

不
安
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、新
聞
や
Ｉ
Ｔ
、関
係
機
関
を
活

用
し
て
情
報
を
把
握
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。相
談
で
き
る
先
輩
や

仲
間
を
作
り
、1
つ
ひ
と
つ
乗
り

越
え
て
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

庄
山
さ
ん
は「
親
の
経
営
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
新
た
に
伏
せ
込
み
ア

ス
パ
ラ
や
水
稲
の
直
播
栽
培
に
挑

戦
中
。今
後
も
品
目
を
増
や
し『
楽

し
め
る
農
業
』を
実
践
し
た
い
」と

抱
負
。松
橋
さ
ん
は「
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
農
政
や
天
候
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
に
日
々
が
勉
強
。

父
の
技
術
を
早
く
習
熟
し
厚
沢
部

農
業
の
担
い
手
と
し
て
貢
献
し
て

い
く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
は
、平
成　

年
度
農
業
後
継
就
農
者
に
富
栄
・
庄
山
謙
一
さ
ん

28

（　

歳
）と
富
里
・
松
橋
健
太
郎
さ
ん（　

歳
）の
2
名
を
認
定
し
、2

46

32

月
8
日　

、『
平
成　

年
度
後
継
就
農
者
認
定
式
』を
役
場
で
開
催
。

（水）

28

認
定
証
と
奨
励
金　

万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

50

▼

町長を囲んで（左：松橋健太郎さん、右：庄山謙一さん）

初
！
南
瓜
販
売
金
額

４
億
円
を
達
成

農協
　

檜
山
南
部
青
果
物
連
絡
協
議
会

南
瓜
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
生
産
組
合（
町

内　

戸
）
は
、平
成　

年
産
南
瓜
の

78

28

販
売
金
額
4
億
円
を
達
成
。2
月

7
日　

、『
南
瓜
販
売
金
額
4
億
円

（火）

記
念
式
典
』を
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

厚
沢
部
支
店
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、生
産
者
や
関
係
機

関
、Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約　

名
が
出

60

席
。
南
瓜
生
産
開
始
後
初
と
な
る

販
売
金
額
4
億
円
達
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

佐
藤
龍
也
組
合
長（
新
栄
・　
40

歳
）は「
生
産
者
の
品
質
向
上
の
努

力
と
貯
蔵
体
系
の
確
立
で
販
売
金

額
4
億
円
を
超
え
た
。
今
後
も
消

費
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
高
品
質

の
南
瓜
を
生
産
す
る
」
と
挨
拶
。松

橋
道
雄
副
町
長
は
「
労
働
力
の
高

齢
化
で
南
瓜
の
よ
う
な
重
量
野
菜

の
栽
培
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
が
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
生
産
者
の
情

熱
と
努
力
が
、4
億
円
達
成
に
つ

な
が
っ
た
。今
後
も
次
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
を
」
と
祝
辞
を
述

べ
、
生
産
者
を
労
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、歴
代
南
瓜
生
産
組
合
長

の
功
績
を
称
え
、初
代
組
合
長
の

伊
勢
谷
達
志
さ
ん
（
南
館
町
・　
64

歳
）と
第
2
代
組
合
長
の
松
橋
光

義
さ
ん（
富
里
・　

歳
）に
感
謝
状

64

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
檜
山
南
部
青
果
物
連
絡

協
議
会
で
は
、平
成　

年
産
『
立
茎

27

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
』
の
販
売
金

額
で
も
生
産
開
始
後
初
と
な
る
販

売
金
額
3
億
円
を
達
成
し
記
念
式

典
を
開
催
。
2
年
連
続
で
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

▼

伊
勢
谷
初
代
組
合
長
へ
感
謝
状
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　1月21日（土）、町食生活改善協議会（金谷洋
子会長・会員24名）が「地元食材を使った調理
講習会『コロッケコンテスト優勝作品づく
り』」を企画し町民13名が参加。講師には25・
26年度優勝者の長原雅子さん（富栄）を招き、
2種類のメークインコロッケを作りました。
　参加者は「講師が地元の方なので和気あい
あいと家庭的な雰囲気で楽しめた」「よく道
の駅で購入している。このコロッケのファン
だったので作り方を学べて大変良かった」と
心もお腹も満足な時間を過ごしました。

突然の事で驚きつつも、大変喜んでくれた横山さ突然の事で驚きつつも、大変喜んでくれた横山さんん

広げよ広げよううメークインコロッケメークインコロッケをを
コロッケコンテスト優勝作品を調コロッケコンテスト優勝作品を調理理

突破の記念にメークインを贈突破の記念にメークインを贈呈呈
道の駅あっさぶ販売額が初の1億円道の駅あっさぶ販売額が初の1億円超超

犯罪に遭わないために用心を犯罪に遭わないために用心を！！
赤沼町敬老会で『防犯ミニ講話』実赤沼町敬老会で『防犯ミニ講話』実施施

住民の滝口里美さん（93歳）は何度も生徒らにお礼を述べていまし住民の滝口里美さん（93歳）は何度も生徒らにお礼を述べていましたた

地域に感謝。仲間の輪も広げ地域に感謝。仲間の輪も広げてて
中学生が雪かきボランティアを実中学生が雪かきボランティアを実施施

　2月12日（日）、赤沼町敬老会（笹谷勝博会
長）において、厚沢部駐在所斉藤所長による
『盗難や詐欺に遭わないためのミニ講話』を
実施。斉藤所長は「昨年は厚沢部駐在所管内
で『車上荒らし』が連続発生し10万円以上の
現金被害となった。また、館駐在所管内では
施錠していない家を狙う『空き巣』が数件発
生した。くれぐれも自分の家や車は大丈夫と
慢心しないで！」と注意を呼びかけ、敬老会
に出席した約80名は、改めて防犯意識を向上
させていました。

　2月15日（水）、鶉中と館中の全学年と厚沢
部中1・2年生計80人が鶉町と南館町地区の老
人世帯の雪かきボランティアを行いました。
今年は中学校統合（平成30年4月）に向けた各
校1年生の交流の場として位置付けての実
施。厚沢部中1年の大久保龍馬くんは「雪かき
で役に立てたら嬉しい。統合に向けてお互い
の緊張も溶かしたい」と話してくれました。
　なお、この活動は町社会福祉協議会が『赤
い羽根共同募金』から助成を受け、移動に要
するバス費用などを負担し実施しています。

　2月3日（金）、町観光協会（前井敏弘会長）が
運営する『道の駅あっさぶ』の年度販売額が
初めて1億円の大台を超え、記念すべき1億円
達成者となった横山繁実さん（札幌市）にサ
プライズで人気商品詰合せが贈られました。
　トラック運転手の横山さんは「初めて道の
駅に立ち寄った時、家族へのお土産に厚沢部
羊かんを購入し好評だった。前回、厚沢部を
素通りしたところ家族から怒られたので、厚
沢部羊かん目当てに来たら幸運が！今後も
利用します」と笑顔で話してくれました。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  あああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみ

「「車の中車の中にに貴重品貴重品のの置きっ放しは大変危険で置きっ放しは大変危険ですす！」！」

コロッケの誕生秘話から調理のコツまで盛りだくさんの内コロッケの誕生秘話から調理のコツまで盛りだくさんの内容容
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子どもたちの笑顔が見たく子どもたちの笑顔が見たくてて
厚沢部保育所に『手作りお手玉』を寄厚沢部保育所に『手作りお手玉』を寄贈贈

日本の伝統行事を体験日本の伝統行事を体験②②
町内３保育所で『節分の豆まき』を実町内３保育所で『節分の豆まき』を実施施
　2月3日（金）、町内3保育所において、節分の
『豆まき』が行われました。館保育所に現れた
赤鬼は迫力満点。それまで元気に「鬼は外～
福は内～」と豆まきしていた子どもたちは赤
鬼を目にした途端、逃げ回り泣き出す子も。
最後は皆で勇気を振り絞り「鬼は外！」と鬼
退治。成田桃花ちゃん（5歳）は「良い子にする
からもう鬼は来ないで」と話していました。
　なお、鬼役は農業・長谷川博紀さん（館町・
33歳）が3年連続でボランティア協力。今年は
鶉・館の2保育所を掛け持ちしてくれました。

　2月7日（火）、緑町の平田ハルヱさん（92歳）
が厚沢部保育所を歩いて訪れ、『手作りのお
手玉50個』を子どもたちに贈りました。
　突然のプレゼントに子どもたちは大喜び。
子どもたちは「平田のおばあちゃんありがと
う！」と、とびっきりの笑顔で平田さんと握
手をし感謝の気持ちを伝えていました。
　平田さんは「ボケ防止と子どもたちの笑顔
が見たくて作っています」と柔和な笑顔で話
し、「今後も他の保育所や小学校に贈りたい」
と前を見据えて語ってくれました。

段ボールの赤鬼には余裕の表情も・・・（左下写真へ段ボールの赤鬼には余裕の表情も・・・（左下写真へ））

まだまだ元気な平田さん。１１年前にも『手作りお手玉240個』まだまだ元気な平田さん。１１年前にも『手作りお手玉240個』をを3保育所に3保育所に寄贈寄贈

窓から赤鬼登場！！（右の写真へ窓から赤鬼登場！！（右の写真へ））

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

「こわ～い！来ないで！！「こわ～い！来ないで！！」」（右の写真へ）（右の写真へ）

日本の伝統行事を体験日本の伝統行事を体験①①
町内３保育所で『かるた大会』を開町内３保育所で『かるた大会』を開催催

　1月24日（火）、厚沢部保育所において、保育
参観を兼ねた『かるた大会』を開催しました。
　保護者35名が見守る中、子どもたちの「は
いっ！」という元気な声が部屋中に響き、「す
ご～い」「お手つきだよ～」と仲良く声を掛け
合う様子に保護者らも笑顔。終了後には先生
手作りのメダルが子どもたち全員に贈呈さ
れ「やった～！」という子どもたちの姿に、保
護者や先生は心温まる時間を過ごしました。
　なお、館保育所では1月17日（火）、鶉保育所
では1月20日（金）に開催しました。「お手つきしちゃったね～」と可愛く声掛「お手つきしちゃったね～」と可愛く声掛けけ

記念撮影「近くに行かなーい記念撮影「近くに行かなーい」」
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詳しい内容につきましては、保健福祉課健康増進係・保健師【☎64－3319】へ

菊 池 麗 奈

ごめんください
保健師です

324

　発達障害は先天的特性であり根本的な治療はまだありません。

　医学的には脳機能障害の一種で、そこに複数要因が複雑に絡み

合っていると言われており、発達障害の人はコミュニケーション

を図ること、集中力を保つこと、暗黙のルールを守ること、感情や

行動を制御することなどに困難を感じる場合があります。

発達障害って何だろう？

①学習障害（ＬＤ）

　知的な遅れはないのに、『読む・書く・聞く・話す・

計算する・推測する』などで著しい困難を感じる状

態。どれか１つのこともあれば複数のこともある。

②注意欠如多動性障害（ＡＤＨＤ）

　集中できない、じっとしていられない、周りの制

止がきかず、考えるよりも先に体が動く状態。

③自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）

　言葉の遅れ、コミュニケーションや対人関係の

不器用さ、パターン化した行動や興味が偏る状態。

注）上記状態は先天的なもので、乳幼児期から症状

　 が表れ育児がうまくいかないことがあります。

　今のところ、「治癒」はありません。

　しかし、その人に合った環境や訓練などで障害

の状態が見えづらくなり、得意分野を社会で活か

すことができます。また、診断名がつかなくても発

達の凸凹（得意・不得意）の差が大きい子もいます。

　育児をしていて困ることがある場合、幼児期と

いう早い段階で発達の偏りがあるか否かを知るた

めに発達検査を受けてみることをお勧めします。

　子どもが今、保育所や幼稚園という社会の中で

生活しづらい状態ではないか、さらに就学後、困る

ことが増えないかなどをしっかり考え、よりよい

方法で関わることがその子の人生、将来に大きく

影響します。

☆  ま と め  ☆

●発達障害とは

　 生まれつきの特徴。発達の凸凹（得意不得意）の

　 差が大きい。

●障害なの？

　 確かにマイナス面はあるが、環境によって長所

　 を活かせる。

●原因は？

　 遺伝・先天的だが、完全には解明されず研究途上

●治るの？

　 治ることはないが、適切な療育や訓練、周囲の理

　 解や環境で、本来持っている力を発揮できる。

③ 治るの・・・？ 

『育て方が悪い』ということではありません。

　発達障害の種類を大きく分けると、以下の３つ

に分類されます。

　①学習障害（ＬＤ）

　②注意欠如多動性障害（ＡＤＨＤ）

　③自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）　

　ただし、この３種類は濃淡がありながら重なっ

ていることが多いため明確な境界線が引けないと

言われています。

　また、発達障害の人と、そうでない人との境界線

もないと言われています。これは、全ての人が多か

れ少なかれ発達障害の特徴（ピース）を持っている

からです。

① 種類は・・・？ 
② 特徴は・・・？ 
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障
が
い
の
な
い
人
が
障
が
い
の

あ
る
人
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
を　
100

％
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、障
が
い
を
持
っ

た
人
の
声
に
耳
を
傾
け
た
り
想
像

力
を
働
か
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
理
解
が
深
ま
り
、
ひ
い

て
は
社
会
全
体
が
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、私
は
足
を
ケ
ガ
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、駅
の
通
路
や
階
段
を

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、普
段
は

何
も
感
じ
る
こ
と
な
く
歩
い
て
い

た
距
離
も
、
ケ
ガ
を
す
る
と
、
不
自

由
な
足
で
歩
く
距
離
の
長
さ
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
な
い
こ
と
の
不
便
さ
に
気
付
き

ま
し
た
。一
方
、周
囲
の
見
知
ら
ぬ

人
が
声
を
掛
け
て
く
れ
荷
物
を
運

ん
で
く
れ
、
他
者
の
気
遣
い
や
思

い
や
り
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
テ
ラ
ス
通
信
を
通
じ

て
、障
が
い
者
の
方
々
の
暮
ら
し

に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

【
弁
護
士　

廣
田　

朋
子
】

法
テ
ラ
ス
江

法
テ
ラ
ス
江
差差
通
信
通
信

障
が
い
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

64

　

み
な
さ
ん
は
、障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法
）を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

私
は
、1
月
下
旬
に
函
館
市
で

行
わ
れ
た『
障
害
者
差
別
解
消
法

道
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
』に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、「
障
害
者

差
別
解
消
法
の
理
念
」と
題
し
た

講
演
の
ほ
か
、法
施
行
後
に
お
け

る
変
化
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

の
現
状
報
告
と
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。障
が
い
者
が
遭
遇
す
る
差

別
や
暮
ら
し
に
く
さ
に
対
す
る
社

会
全
体
の
理
解
度
は
低
い
と
い
う

話
が
出
ま
し
た
。ま
た
、具
体
的
事

例
と
し
て
、盲
導
犬
を
連
れ
て
タ

ク
シ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
た
視
覚
障

が
い
者
が
運
転
手
か
ら
乗
車
を
拒

否
さ
れ
た
事
案
や
盲
導
犬
を
連
れ

て
ホ
テ
ル
に
行
く
と
宿
泊
を
拒
ま

れ
た
事
案
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
う
い
う
事
が
起
こ
っ
て
し

ま
う
の
か
と
考
え
る
と
、や
は
り

社
会
全
体
の
障
が
い
者
に
対
す
る

配
慮
不
足
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
携
わ
る
町

職
員
の
有
志
ら
が
今
年
度

『
町
発
達
支
援（
発
達
障
が

い
）に
つ
い
て
考
え
る
会
』を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
　

月　

日　

と
1
月　

日

11

29

（火）

24

　

に
行
わ
れ
た
考
え
る
会
に

（火）は
、教
育
、保
育
、保
健
、福
祉

の
関
係
者
ら
延
べ　

人
が
参

69

加
。「
発
達
支
援
」と「
発
達
障

が
い
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
、「
当
町
の
現
状
と
課

題
」と「
当
町
の
連
携
体
制
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

発
達
障
が
い
を
持
っ
た
人

が
社
会
で
生
活
す
る
た
め
に

は
周
囲
の
理
解
が
な
に
よ
り

大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、「
支
援
す
る
側
が
発
達

障
が
い
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
」「
教
育
、保
育
、

保
健
、福
祉
行
政
の
横
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
す
る
こ

と
」の
2
点
を
考
え
る
会
の

重
点
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
2
点
を
充
実

さ
せ
、最
終
的
に『
子
育
て
し

や
す
い
町
の
実
現
』を
目
指

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、次
回
の
考
え
る
会

は
、4
月　

日　

を
開
催
予

25

（火）

定
に
し
て
い
ま
す
。次
回
以

降
、参
加
対
象
を
地
域
住
民

に
も
拡
大
し
、課
題
解
決
や

内
容
を
深
め
て
い
こ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
、

参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、保
健
福
祉
課

　

福
祉
介
護
係
や
保
健
師
へ

☎
6
4
‐
3
3
1
9

町発達支援（発達障がい）について考える会

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

１

活発な意見が出活発な意見が出たた
グループワーグループワークク

＜支給対象者＞
平成28年度

臨時福祉給付金（3千円）
支給対象の方

申請受付期間：3月1日（水）～5月31日（水）予定

詳しくは各戸配付する案内文書でご確認を！

〔担当：保健福祉課 福祉介護係【☎64－3319】〕

Vol.

Vol.
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厚
沢
部
町
で
は
平
成　

年
か
ら

15

主
に
焼
酎
原
料
用
と
し
て
、さ
つ

ま
い
も
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、現
在
の
面
積
は
ピ
ー
ク
時

の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
産
の
さ
つ
ま
い
も
は
、

道
外
産
の
も
の
と
比
べ
て
ホ
ク
ホ

ク
感
は
少
な
い
で
す
が
、粘
質
で

甘
味
が
強
く
な
る
の
が
特
徴
で

す
。こ
の
特
徴
は
、干
し
い
も
を
作

る
の
に
非
常
に
適
し
て
い
る
た

め
、活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、う
ず

ら
温
泉〔　

シ
ー
ド
〕と
共
同
で
干

（株）

し
い
も
の
試
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

焼
酎
原
料
用
の
品
種「
黄
金
千

貫
」と
、青
果
用
と
し
て
評
価
の
高

い
品
種「
べ
に
は
る
か
」を
用
い
て

試
作
し
た
と
こ
ろ
、「
べ
に
は
る

か
」の
干
し
い
も
は
と
て
も
甘
く
、

特
に
品
質
が
良
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。確
認
の
た
め
に「
糖
度
」

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、国
内
最
大

の
産
地
で
あ
る
茨
城
県
産
の
干
し

い
も
と
同
等
以
上
の
数
値
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
産
さ
つ
ま
い
も
の
特
徴

を
活
か
し
た
こ
の
商
品
が
、さ
つ

ま
い
も
栽
培
を
再
び
後
押
し
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ

活
性
化
セ
ン
タ
ーー
だ
よ
り

だ
よ
り

「
干
し
い
も
」
は
じ
め
ま
し
た
！

農
業
委
員

農
業
委
員
会会
だ
よ
り

だ
よ
り

91

平
成　

年
農
業
委
員
の
活
動
状
況

28

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、農
業
委

　

員
会
事
務
局（
緯
6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
蒸
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
ス
ラ
イ

　

ス
し
乾
か
し
て
作
り
ま
す

▼

う
ず
ら
温
泉
・
道
の
駅
で
販
売
中

Vol.
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国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

　

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

20の
被
保
険
者
と
な
り
、保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
申
請
に
よ
っ
て

在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す

る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、万
一
、病
気
や
ケ

ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
時
に
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま

す
。学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、将

来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ

う
、承
認
を
受
け
て
か
ら　

年
間

10

の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
承
認
を
受
け
て

か
ら
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。
）

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
院
、
大

学
、
短
期
大
学
、高
等
学
校
、専
修

学
校
な
ど
の
ほ
か
、各
種
学
校
（
1

年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）に

在
学
す
る　

歳
以
上
の
学
生
で

20

す
。
ま
た
、夜
間
、定
時
制
、通
信
制

課
程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
、住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
に

は
年
金
手
帳
と
学
生
証
の
写
し
、

ま
た
は
在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学

証
明
書
の
原
本
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
申
請
が
承
認
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
住
民

　

年
金
係
へ
、お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

☎
6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き

ね
ん
き
んん
講
座
講
座

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

厚
沢
部
町
の『
字
鶉
』は
小
鳥
の

名
前
が
つ
い
た
可
愛
ら
し
い
地
名

で
す
。全
く
同
名
の『
鶉
』は
砂
川

市
と
福
井
市
に
あ
り
ま
す
が
、そ

れ
以
外
に
も『
鶉
』と
い
う
文
字
が

入
る
地
名
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

知
ら
れ
て
い
る
鶉
地
名
を
日
本

地
図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
が
左

の
図
で
す
。

　

北
海
道
か
ら
対
馬
ま
で
日
本
列

島
の
北
か
ら
南
ま
で
分
布
し
て
い

ま
す
が
、ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し

て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、帯
状
に

分
布
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
る
の

か
は
個
別
の
地
名
研
究
に
踏
み
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
っ

と
意
味
有
り
げ
で
謎
め
い
た
分
布

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ

あ
っ
さ
ぶぶ
学
芸
員

学
芸
員
講
座
講
座

全
国
に
散
ら
ば
る
『
鶉
』
地
名

Maptiles by MIERUNE, under CC BY. Data by 
OpenStreetMap contributors, under ODbL.
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『
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

 　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
て
』

P-1

　

お
礼
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、「
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 　

グ
ラ
ン
プ
リ
」

P-1

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
こ

と
が
、私
に
と
っ
て
自
身
や
強
み
に

な
り
、無
事
、第
1
志
望
で
あ
っ
た

病
院
の
管
理
栄
養
士
の
内
定
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
が
、

厚
沢
部
町
メ
ー
ク
イ
ン
の
普
及
に

少
し
で
も
お
力
に
な
れ
れ
ば

幸
い
で

す
。

私
自
身
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
き
っ
か
け
に
厚
沢
部
町
が

メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地
で
あ
り
、

メ
ー
ク
イ
ン
の
美
味
し
い
産
地
と

し
て
大
変
有
名
で
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
今
後
お
店
で
厚
沢
部

メ
ー
ク
イ
ン
を
見
つ
け
た
際
に
は

率
先
し
て
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

末
筆
な
が
ら
、皆
様
の
ご
健
康
と

地
域
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、今
年
も
豊
か
な
実
り
の
年
で

あ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
春
の
候
、　

グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委

P-1

員
会
、厚
沢
部
町
役
場
農
林
商
工
課
農

業
振
興
係
の
皆
様
方
に
は
、
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、4
回
に
わ
た
り
最
優
秀
賞

の
副
賞（
見
事
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
、メ
ロ
ン
、
越
冬
メ
ー

ク
イ
ン
）を
お
送
り
い
た
だ
き
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。特
に

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
今
ま
で
に
食
べ
た

こ
と
の
な
い
ほ
ど
太
く
立
派
で
と
て

も
甘
く
、み
ず
み
ず
し
い
食
感

に
は
感
激

い
た
し
ま

し
た
。越
冬
メ
ー
ク
イ
ン
は
、

ま
ず
は
素
材
の
味
を
楽
し
も
う
と

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、ほ
く
ほ
く
し
て
と
て
も

甘
み
が
あ
り
、
家
族
も
美
味
し
い
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
月　

日
の
道
新
に
て
、

19

厚
沢
部
町
の
越
冬
メ
ー
ク
イ
ン
の

記
事
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。こ
ん
な

に
注
目
さ
れ
て
い
る
食
材
を
た
く
さ
ん

頂
け
た
こ
と
、大
変
光
栄
に
感
じ
て
い

ま
す
。

町
に
届
い
た

紹
介
し
ま
す

　

昨
年
3
月
に
実
施
の
メ
ー

ク
イ
ン
創
作
料
理
で
競
う

『　

グ
ラ
ン
プ
リ
』で
最
優
秀

P-1
賞
受
賞
の
久
垣
望
さ
ん
よ
り

お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

声声声声声声声声声声声ああああああああああっっっっっっっっっっささささささささささあっさぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

【
厚
沢
部
小
学
校
】　

人
18

赤　

石　
 
叶 　
 
愛 （
赤
石　

英
樹
）

と 

あ

朝　

倉　
 
煌
士
郎 （
朝
倉　

雄
一
）

こ
う
し
ろ
う

石　

山　
　
　
 
椿 （
石
山　

麻
美
）

つ
ば
き

今　

井　
 
蒼 　
 
月 （
今
井　

伸
弥
）

あ 

つ
き

小　

澤　
 
侑 　
 
志 （
小
澤　

隆
人
）

ゆ
う 

し

片　

桐　
 
紗 　
 
乃 （
片
桐　

英
幸
）

す
ず 

の

澤　

口　
 
芽 　
 
駈 （
澤
口　

英
喜
）

が 

く

澤　

田　
 
柚 　
 
羽 （
澤
田　

智
子
）

ゆ
ず 

は

澤　

田　
　
　
 
琳 （
澤
田　

久
也
）

り
ん

澁　

田　
 
佳 　
 
志 （
澁
田　

潤
介
）

か
い 

じ

高　

田　
 
悠 　
 
翔 （
高
田　

智
美
）

は
る 

と

髙　

橋　
 
昊 　
 
佑 （
髙
橋　

康
治
）

こ
う 

す
け

田　

畑　
 
加 　
 
奈 （
田
畑　

栄
子
）

か 

な

西　

村　
 
奏 　
 
音 （
西
村　

武
信
）

か 

の
ん

二　

宮　
　
　
 
悠 （
二
宮　

和
之
）

は
る

古　

館　

ひ
か
り（
古
館　

明
人
）

福　

島　
 
侑 　
 
芽 （
福
島　
　

耕
）

ゆ 

め

三　

崎　
 
蒼 　
 
斗 （
三
崎　

佑
司
）

そ
ら 

と

【
鶉
小
学
校
】5
人

岩　

田　
 
雪 　
 
楠 （
岩
田　

淳
一
）

せ
つ 

な

加　

向　
 
謙 　
 
信 （
加
向　

晃
子
）

け
ん 

し
ん

川　

口　
 
優 　
 
悠 （
川
口　
　

豊
）

ゆ 

ゆ

佐　

藤　
 
翔 　
 
太 （
佐
藤　

礼
奈
）

し
ょ
う 

た

三　

上　
 
響 　
 
太 （
三
上　

泰
明
）

き
ょ
う 

た

【
館
小
学
校
】3
人

伊
勢
谷　
 
千 　
 
夏 （
伊
勢
谷
勝
彦
）

ち 

な
つ

松　

橋　
 
咲 　
 
綾 （
松
橋　

真
也
）

さ 

あ
や

山　

田　
 
太 　
 
陽 （
山
田　

宏
志
）

た
い 

よ
う

入学おめでとう！
ピ
ッ
カ
ピ
カ

ピ
ッ
カ
ピ
カ
のの

新
１
年
生
を
紹

新
１
年
生
を
紹
介介

厚沢部町の新入学児童は３校27名の予定です厚沢部町の新入学児童は３校27名の予定です。。（２月17日現在）（２月17日現在）

ここでは、町内の各小学校に入学する新１年生を紹介しますここでは、町内の各小学校に入学する新１年生を紹介します。。

 
※
１  
氏
名
は
児
童（
保
護
者
）の
五
十
音
順
。 
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

 
※
2  
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、掲
載
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ

　
　
　

た
児
童（
保
護
者
）の
紹
介
は
見
送
り
ま
し
た
。

ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＯＩＣＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
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図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

今月の簡単レシピ

　乾物類は、噛むほどうまみが出る。
満腹感が得られやすい。栄養価が高
く低カロリー。健康志向の人やお子
様にピッタリ！舞茸も加え、よりう
ま味のある厚沢部らしい逸品に！！

舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞茸茸茸茸茸茸茸茸茸茸とととととととととと乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾物物物物物物物物物物舞茸と乾物ののののののののののの

混混混混混混混混混混ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜごごごごごごごごごごはははははははははは混ぜごはんんんんんんんんんんん

食改さんのコメン
ト

【材料】（５食分）

米　　　　   ２合

舞茸　　　　20g

切干大根　　大さじ２

切り昆布　　大さじ２

桜えび　　　大さじ２

お湯　　　　200ml

●砂糖　　　小さじ１

●酒　　　　大さじ１

●しょうゆ　大さじ２

●みりん　　大さじ１

●お湯　　　150ml

【作り方】

①米は洗って分量の水に浸しておきま

　す。舞茸は手で細かく裂きます。切干

　大根、切り昆布、桜えびは分量のお湯

　に浸し、やわらかくなったら取り出し

　て、切干大根と昆布は刻みます。

②鍋に戻し汁と乾物を一緒に入れ、●調

　味料を加えて煮汁が無くなるまで煮

　て、混ぜご飯の素を作ります。

③炊いたご飯全体に素を混ぜ込みます。

●
1
月　

日　

、月
例
観
察
会
「
冬

29

(日)

の
森
た
ん
け
ん
」を
開
催
し
ま
し

た
。

●
冬
恒
例『
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
』
を
履

い
て
の
教
育
林
散
策
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
普
段
は
歩
く
こ
と
の

で
き
な
い
雪
に
覆
わ
れ
た
小
沼
の

方
に
下
り
て
み
ま
し
た
。ホ
ン
ド

テ
ン
な
ど
動
物
た
ち
の
足
跡
や
雪

を
か
ぶ
っ
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
冬

芽
な
ど
を
見
つ
け
ま
し
た
。最
後

に
雪
の
結
晶
を
観
察
し
て
み
ま
し

た
が
、
気
温
が
高
く
、六
角
形
の
結

晶
は
見
え
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
解

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。雪
の
結
晶

観
察
は
う
ん
と
冷
え
込
む
日
に

や
っ
た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
。

●
次
回
3
月　

日　

は
、
定
例
観

26

(日)

察
会
『
冬
芽
の
ず
か
ん
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
！
』を
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

   
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
 　
　

☎
6
4
‐
3
3
1
8

つつ
ちち
は
し
自
然
観
察
教
育

は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観観
察察
会
の
会
の
おお
知
ら
知
ら
せせ

エネルギー  241kcal
たんぱく質   　7.6g
脂質　   　　　0.6g
炭水化物　     48.2g
塩分　   　　　1.1g

福
島
第
一
原
発
廃
炉
図
鑑

（
開
沼　

博 
編
）

　

「
福
島
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

世
界
と
日
本
の
現
在
を
考
え
る
こ

と
だ
」。世
界
で
初
め
て
内
実
を
正

面
か
ら
記
録
し
た『
福
島
第
一
原
発

廃
炉
の
現
場
』。一
般
住
民
・
民
間
の

立
場
か
ら
廃
炉
の
現
場
の
実
態
を

調
査
す
る
と
い
う
こ
と
が
事
故
か

ら
5
年
経
っ
て
初
め
て
可
能
に

な
っ
た
。長
期
に
渡
る
廃
炉
の
作
業

と
、一
時
は
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た

そ
の
周
辺
地
域
の
未
来
は
…
。

　

3
月　

日　

、東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
6
年
が
経
過
し
ま
す
。

11

（土）

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
起
き
た
津
波
や
原
発
事
故
は
、様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。今
回
は
原
発
や
原
子
力
に
ま
つ
わ
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
を
伝
え
る

～
詩
画
人
・
四
國
五
郎
と

原
爆
の
表
現
者
た
ち
～

（
永
田　

浩
三 
著
）

　

詩
画
人
・
四
國
五
郎
。
彼
と
峠
三

吉
、
原
民
喜
、山
代
巴
、栗
原
貞
子
を

は
じ
め
、
多
く
の
若
者
た
ち
は
、「
言

葉
と
芸
術
」
と
い
う『
武
器
』を
使
っ

て
、反
戦
、反
核
を
訴
え
た
。

　

巻
頭
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
た
四
國

五
郎
の
作
品
と
共
に
、自
由
と
平
和

を
希
求
し
た
運
動
を
詳
細
に
綴
っ

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

食生活
改　善
協議会

ざくざくと雪の上を
歩いて冬の森を探検
してみました！

　

●
図
書
購
入
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
他
に
、
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出

　

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館（
直
通
）☎
6
4
‐
3
4
3
6
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行行

３３
 
＆＆ 事事

おお

知知
らら
せせ

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、専

門
の
医
師
や
保
健
師
を
相
談
員
と

し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保
健
相

談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
開
設

し
ま
す
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、3
月　

日　

午
前
中
迄
に

16

（木）

事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。な
お
、

開
設
日
以
外
で
も
保
健
師
に
よ
る

相
談
は
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

3
月　

日　
 

21

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
5
2
‐
1
0
5
3

〔
住
民
講
座
受
講
〕

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　

3
月
8
日　

・　

日　

（水）

22

（水）

◆
時
間　
　

時
～　

時

13

15

◆
定
員　
　

名
20

◆
受
講
料　

各
2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

各
実
施
日
前
日
迄

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

◆
日
程　

3
月　

日　

～　

日　

21

（火）

24

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

20

30

◆
定
員　
　

名
10

◆
受
講
料　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

3
月　

日　

迄

10

（金）

〔
職
業
訓
練
受
講
〕

○
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

◆
日
程　

3
月　

日　

～　

日　

23

（木）

24

（金）

◆
時
間　

9
時
～　

時
18

◆
定
員　
　

名
30

◆
受
講
料　

1
5
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

3
月　

日　

迄

10

（金）

☆
問
合
せ（
申
込
）先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
5
2
‐
0
1
6
0

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
事
業
の
ご
案
内

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病道立江差病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯5555555555555555555522222222222222222222--------------------00000000000000000000000000000000000000003333333333333333333352-003666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定診療予定

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院にご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

３月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・ 8時00分～11時30分（初診の人は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

　国保病院では臨時看護師・准看護師を募集中！！

詳しくは、事務長 森【緯６４－３０３６】または、厚沢部町

ホームページの求人情報で、ご確認願います。

　道立江差病院でも臨時および看護師職員、臨時看

護助手、助産師、薬剤師、臨床工学技士を募集中！！

詳しくは、総看護師長 中野【緯５２－００３６（内線２０２）】　

または、道病院管理室ホームページで確認願います。

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり
　ます。事前に病院で確認の上、受診してください。

　国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを　

下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間
　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分
※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週２回（火・木曜日）運行日

行　

程

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病国保病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯666666666666666666664444444444444444444464---------------------333333333333333333330000000000000000000033333333333333333333303666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予診療予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

３月の外来診療
診 療 日診 療 科
午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月～金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は17日のみ）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　1・8・9・14・15・22・23・28・29日
午後　8・22日耳 鼻 咽 喉 科

午前　9・23日（予約以外は10時迄に受付）
午後　1・15・22日眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　3・17・31日神 経 内 科

休 診 日診 療 日診 療 科

土～日・祝祭日月曜日～金曜日
内 科
外 科

01日（水）
21日（火）・22日（水）
28日（火）・29日（水）
月・木～日・祝祭日

07日（火）・08日（水）
14日（火）・15日（水）

〔事前予約必要〕

眼 科

看 
護 
師 
募 
集
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樺
樺

戸 籍 の 窓
（2月17日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－15）2,3901,2581,1321,178下地区

（－4）704359345338鶉地区

（－1）997519478476館地区

（－20）4,0912,1361,9551,992全　町

平成29年1月末日現在

美　和　横濱　リソさん（89歳）  1/19

赤沼町　福田　　良さん（83歳）  1/19

当　路　高田チタヱさん（93歳）  1/25

旭　丘　東谷　　正さん（85歳）  1/28

赤沼町　木口　金作さん（91歳）  1/29

南館町　天野　信一さん（75歳）  2/ 4

新　町　下川部早苗さん（69歳）  2/ 8

赤沼町　工藤　利雄さん（91歳）  2/ 9

館　町　川股　房雄さん（88歳）  2/11

滝　野　山本   キリさん（104歳） 2/11

館　町　石山　光幸さん（70歳）  2/13

赤沼町　酒井みつゑさん（82歳）  2/13

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

2件今月の寄附件数

20,000円今月の寄附金額

30件
平成28年度
寄附件数累計

830,000円
平成28年度
寄付金額累計

5，690,000円前年度寄付金額

（2月17日申込分まで）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

新
町
・
下
川
部
慶
吉
さ
ん
か
ら

1
0
0
，0
0
0
円

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

尼
崎
市
・
徳
山
親
也
さ
ん
か
ら

1
0
，0
0
0
円

おたんじょうおめでとう！

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日４９７連続

平成29年2月20日現在

 ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　３月11日（土）は、休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

館　町　相　馬　 大　稀 くん   1/26
おうき

　   　  （文崇さん・真美さんの子）

休
日
当
番
医
に
つ
い
て

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

※外国人住民を含む

▲ふるさと厚沢部町を応援を！
詳しくは町ホームページ
http://www．town.assabu.lg.jp

ご確認ください 

○
抹
消
登
録
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
時
点

の
自
動
車
の
所
有
者
に
1
年
分
課

税
さ
れ
ま
す
。
運
輸
支
局
で
3
月

　

日
ま
で
に
抹
消
登
録
を
完
了
し

31た
場
合
、平
成　

年
度
分
の
自
動

29

車
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

廃
車
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
！

☆
問
合
せ
先　

檜
山
振
興
局
税
務

　

課（
☎
5
2
‐
6
4
7
1
）　

○
確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
3

月　

日　

、
消
費
税
及
び
地
方
消

15

（水）

費
税（
個
人
事
業
者
）の
確
定
申
告

は
3
月　

日　

が
提
出
期
限
。お

31

（金）

早
め
に
税
務
署
へ
提
出
を
！

自
動
車
税
の
登
録
抹
消
と
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限

◆
受
講
料　

9
，0
2
0
円

◆
申
込
締
切　

3
月　

日　

迄

28

（火）

○
玉
掛
安
全
衛
生
教
育（
再
教
育
）

◆
日
時　

4
月
7
日　
 
9
時
～

（金）

◆
受
講
料　

9
，0
2
3
円

◆
申
込
締
切　

3
月　

日　

迄

28

（火）

○
地
山
・
土
止
め
技
能
講
習

◆
日
程　

4
月　

日　

～　

日　

12

（水）

14

（金）

◆
受
講
料　

2
2
，0
1
0
円（
全

　

科
目
）、9
，0
5
0
円（
一
部
）

◆
申
込
締
切　

4
月
3
日　

迄
（月）

○
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

◆
日
程　

4
月　

日　

～　

日　

20

（木）

21

（金）

◆
受
講
料　

3
3
，9
4
0
円

◆
申
込
締
切　

4
月　

日　

迄

11

（火）

☆
学
科
会
場
は
い
ず
れ
も
檜
山
建

　

設
会
館（
江
差
町
字
円
山
2
9

　

9
‐
1
5
）、問
合
せ
・
申
込
み
は

　

同
分
会（
檜
山
建
設
協
会
☎
5

　

2
‐
1
8
1
3
）へ

江
差
町
文
化
会
館

○
3
月
2
日　
（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

○
3
月　

日　
14

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時

14

15

◆
初
回
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

16

45

○
車
両
系
建
設
機
械（
整
）安
全
衛

生
教
育（
再
教
育
）

◆
日
時　

4
月
3
日　
 
9
時
～

（月）

運
転
免
許
更
新
時
講
習

電話番号病院名当番日

52-1366勤医協江差診療所3月5日（日） 

52-0036道立江差病院12日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院19日（日） 

 67-2856（ドラッグストアまるや）

52-1070佐々木病院20日（祝） 

62‐2331乙部町国保病院26日（日） 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
北
海
道

支
部
江
差
分
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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広報あっさぶ

平成29年3月号（第639号）

あととがきき

　

こ
の
交
流
会
は
、こ
れ
ま
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
用
宿
舎
と
し

て
使
用
し
て
き
た
赤
沼
町
の
町
有

施
設
が
、外
国
人
農
業
実
習
生
用

宿
舎
に
改
修
さ
れ
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

が
入
居
。こ
れ
を
受
け「
同
じ
地
域

に
住
む
者
と
し
て
歓
迎
の
気
持
ち

を
伝
え
交
流
を
図
り
た
い
」（
笹
谷

会
長
）と
農
協
に
打
診
し
、農
協
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
農
業
実
習
生
は
、日
本

の
技
能
や
技
術
等
を
開
発
途
上
国

の
発
展
を
担
う
人
材
に
修
得
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ

た
国
の
技
能
実
習
制
度
で
、当
町

で
は
平
成　

年
4
月
よ
り
カ
ン
ボ

28

ジ
ア
人
9
名
が
4
戸
の
農
家
に
雇

用
さ
れ
、3
年
間
研
修
し
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に

そ
ば
の
打
ち
方
を
指
導
。最
初
は

戸
惑
っ
て
い
た
も
の
の
直
ぐ
に
コ

ツ
を
つ
か
み
日
本
人
顔
負
け
の
そ

ば
を
完
成
。参
加
者
全
員
で
昼
食

を
取
り
ま
し
た
。そ
の
後
、ビ
ン
ゴ

大
会
や
厚
沢
部
音
頭
等
で
交
流
。

実
習
生
の
チ
ェ
ン
・
テ
ン
さ
ん
は

「
私
た
ち
の
た
め
に
交
流
会
を
開

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
ね
」と
日
本
語
で

感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
ま
し
た
。

▲初めてと思えない包丁さばき！！▲美味しいそばを食べてスマイル▲日本の踊りもすぐに習得！？

　

2
月　

日　

、赤
沼
町
内
会（
笹
谷
勝
博
会
長
・
会
員　

名
）

18

（土）

269

は『
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
農
業
実
習
生
と
の
交
流
会
』を
赤
沼
町
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。カ
ン
ボ
ジ
ア
人
実
習
生
9
名
の

ほ
か
町
内
会
役
員
や
会
員
、農
協
職
員
ら　

名
が
参
加
し
、そ

45

ば
打
ち
体
験
や
郷
土
の
踊
り
な
ど
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

チョン・ソピア ポウン・ソワン チェン・テン ワン・キムヘン

ケン・コーブ ウン・プン ヤン・コンテアー ロン・ピロッムパル・ソクナリー

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤
沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼
町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内
会会会会会会会会会会『『『『『『『『『『
カカカカカカカカカカ
ンンンンンンンンンン
ボボボボボボボボボボ
ジジジジジジジジジジ
アアアアアアアアアア

赤
沼
町
内
会『
カ
ン
ボ
ジ
ア
人人人人人人人人人人人

農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業
実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習
生生生生生生生生生生
とととととととととと
のののののののののの
交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流
会会会会会会会会会会

農
業
実
習
生
と
の
交
流
会
』』』』』』』』』』』開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
開
催
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▼

「

鬼

は

外

～

福

は

内

～

」

　

節

分

の

取

材

の

た

め

館

保

育

所

へ

行

く

と

聞

こ

え

て

く

る

子

ど

も

た

ち

の

元

気

な

声

。

窓

の

外

に

は

た

く

さ

ん

の

豆

。

し

か

し

、

楽

し

い

時

間

も

赤

鬼

登

場

で

一

変

。

逃

げ

回

る

子

。

立

ち

尽

く

す

子

。

泣

き

叫

ぶ

子

。

「

先

生

の

言

う

こ

と

聞

く

か

ら

！

」「

い

い

子

に

す

る

か

ら

許

し

て

！

」

と

鬼

に

懇

願

。

大

人

の

自

分

か

ら

見

た

ら

ス

リ

ム

で

優

し

そ

う

な

赤

鬼

。

し

か

し

、

子

ど

も

た

ち

に

は

末

恐

ろ

し

い

の

だ

ろ

う

。

先

生

に

聞

く

と

鬼

効

果

は

数

か

月

間

続

く

と

か

（

我

が

子

も

継

続

中

）

。

鬼

役

は

地

域

住

民

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

。

ア

ス

パ

ラ

農

家

さ

ん

あ

り

が

と

う

！

今

後

も

保

育

所

行

事

等

に

お

力

添

え

を

！

▼

こ

の

時

期

の

厚

沢

部

町

は

各

地

区

の

敬

老

会

シ

ー

ズ

ン

。

私

が

住

む

地

区

で

は

町

内

会

役

員

の

奥

様

手

作

り

の

煮

し

め

や

赤

飯

等

で

、

ま

ち

づ

く

り

を

担

っ

て

き

た

先

輩

に

感

謝

。

し

か

し

、

賄

い

作

業

は

相

当

な

労

力

。

あ

る

地

区

で

は

賄

う

人

が

不

足

し

仕

出

し

に

変

更

し

て

い

る

と

の

こ

と

。

我

が

地

区

も

そ

の

時

が

訪

れ

る

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、『

先

輩

が

行

っ

て

き

た

こ

と

や

守

っ

て

き

た

こ

と

』

は

可

能

な

限

り

引

き

継

い

で

い

き

た

い

。「

何

事

も

『

じ

ゅ

ん

ば

ん

こ

』

だ

か

ら

」

▼

老

人

世

帯

の

雪

か

き

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

主

催

者

が

中

学

生

に

話

し

た

言

葉

。

高

齢

者

の

た

め

に

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

す

る

と

い

う

よ

り

も

高

齢

者

が

若

か

り

し

頃

行

っ

て

い

た

こ

と

を

我

々

が

行

う

順

番

に

き

た

と

い

う

こ

と

。「

何

事

も

『

じ

ゅ

ん

ば

ん

こ

』

だ

か

ら

」

と

。（

三

）
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